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（１） 第206号 平成30年（2018年）６月１日発行お お の 社 協 だ よ り

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
介
護
予
防

な
ど
を
目
的
に
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
本
町
３
・
４
区
、

元
町
３
・
４
区
で
実
施
し
て
い
る
石
灯

篭
サ
ロ
ン
（
松
田
栄
彦
会
長
）
が
10
周

年
を
迎
え
、
こ
の
ほ
ど
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
し
た
。

　

松
田
会
長
が
、
こ
れ
ま
で
の
10
年
の

歴
史
を
写
真
で
振
り
返
り
、
参
加
者
ら

は
当
時
の
思
い
出
に
花
を
咲
か
せ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
手
作
り
の
く
す
玉
を
割
り

会
場
は
大
盛
り
上
が
り
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
作
り
の
昼
食
を

食
べ
な
が
ら
、
今
後
の
計
画
な
ど
を
話

し
合
い
、
参
加
者
ら
は
穏
や
か
な
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

10周年
おめでとう
ございます

～石灯篭サロンで記念イベント～

この社協だよりは赤い羽根共同募金の
配分金を活用して発行しています。



（２）第206号平成30年（2018年）６月１日発行 お お の 社 協 だ よ り



（３） 第206号 平成30年（2018年）６月１日発行お お の 社 協 だ よ り



（４）第206号平成30年（2018年）６月１日発行 お お の 社 協 だ よ り

平成30年度

　一昨年、厚生労働省は『地域共生社会』という新
しい地域福祉の概念を公表し、その実現に向けて、
昨年６月には関係法令の整備が行われました。
　『地域共生社会』とは、制度・分野ごとの“縦割
り”や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地
域住民や地域の多様な主体が“我が事”として参画
し、人と人、人と資源が“丸ごと”つながることで、
住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域を共に創
っていく社会のことです。
　この方向性は、本協議会が取り組んでいる地域の
みんなの支え合いと助け合いによる福祉のまちづく
りを後押ししてくれるもので、これからも持続性と
主体性のある地域福祉の取り組みをより進化させな
ければなりません。
　このような状況のもと、本年度は、本協議会の活
動指針である第四次大野市社会福祉協議会地域福祉

１　地域で支え合い・助け合う地域福祉活動の推進
　　　○町内会等の自治会を主な単位とした支え合い・助け合いの小地域福祉活動を市内全域に広め、
　　　　進めます。

２　成年後見センターの開設
　　　○判断能力の不十分な方の権利を擁護するために関係機関や行政と連携を図りながら成年後見
　　　　センターを開設します。

３　在宅の高齢者を支える地域の支え合い体制づくりの推進
　　　○在宅の高齢者を支える地域の支え合いの体制づくりを進めるため、住民主体による生活支援
　　　　等サービス提供体制の構築を目指します。

４　安定的な介護保険事業等の運営による財源の確保
　　　○介護保険事業等の実施にあたっては、利用者本位のサービス提供と採算性の確保に努力し、
　　　　地域福祉事業の財源づくりに努めます。

　去る、３月29日、大野有終会館「結とぴあ」303号室において大野市社会福祉協議会の評議員会
が開催され、本年度の事業計画及び予算が決まりました。以下、概要をお知らせします。

活動計画（５か年計画）の中間年にあたることから、
その実施状況について、評価と検証を実施し、さら
なる地域福祉の推進に資することとします。
　とりわけ、地域福祉推進の取り組みとしては、平
成28年度から試行してきました町内会などの自治会
を主な単位として地域が抱える生活・福祉課題を地
域で解決できるよう住民のネットワークを活かした
地域福祉活動をより推進します。
　障害者等の権利を守るための取り組みとしては、
要支援者の権利擁護を推進し、できる限り住み慣れ
た地域で、安心した生活を過ごすことができるよう
支援するため成年後見センターを開設します。
　在宅福祉サービスの取り組みでは、効率的で、か
つ効果的な介護保険事業等の運営を図るため、引き
続き、採算性とサービスのあり方について精査し、
一層の経営の健全化を進めていきます。

大野市社会福祉協議会事　業　計　画

基 本 方 針

基 本 理 念

結の心でつながる
　　　　　　福祉のまち

重 点 目 標



（５） 第206号 平成30年（2018年）６月１日発行お お の 社 協 だ よ り

収　支　予　算

支　出
306,658

人件費
194,841

事務費
2,476

事業費
58,141

設備資金借入金
元金償還支出
2,496

助成金支出
4,731
貸付事業
支出 300

その他の活動による
支出 2,569

拠点区分間
繰入金支出
38,955

支　出
217,778 人件費

123,815

事務費
3,898

事業費
56,576

共同募金配分金
5,631

助成金支出
5,136

貸付事業等
300

借入金利息支出 263
経理区分間繰入金支出
22,139

負担金支出
20

積立資産支出
1,274

負担金
支出 0

ファイナンスリース
債務の返済支出 786

支払利息
支出 89

収　入
306,658

会費　6,700

経常経費
補助金収入
34,173

受託金
34,875

拠点区分間
繰入金収入
38,955

介護保険事業収入
133,569

負担金収入
1,333

寄附金　2,000

障害福祉
サービス等
事業収入
43,308

県社協受託金
4,183

受取利息
配分金収入
10

事業収入
558

収　入
217,778

会費　6,757

市補助金
31,844

経理区分間繰入金
収入 25,929

積立預金取崩収入
6,669

介護保険収入
74,187

負担金収入
2,194

寄附金　2,500

共同募金
配分金 6,211

自立支援費等
収入 16,660

雑収入
395

貸付事業収入 205

受取利息配分金
収入 100

積立資産取崩
収入等　3,144

貸付事業
収入 412

その他の
収入 1,206

その他の活動による
収入 6,415

（単位：千円）

（千円）

（千円）

　

社
協
会
費
や
共
同
募
金
等
の
民
間

財
源
に
つ
い
て
は
、
地
域
福
祉
推
進

の
た
め
の
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て

お
り
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
財
源
と
し
て

は
使
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

役
員
変
更
に
つ
い
て

　

所
属
団
体
の
役
員
交
代
な
ど
に

よ
り
一
部
理
事
が
交
代
さ
れ
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

※
が
新
役
員

　【
会
長
】

　

金
森　

閲
治

　【
副
会
長
】

※
南
部　

和
男

　【
副
会
長
】

　

清
水　

進
治

　【
理
事
】

　

河
合　

英
雄　
　

新
井　

基
衞

　

萩
原　

勢
子　
　

清
水　

正
人

　

堂
本　

俊
美　
　

藤
堂　

朱
実

　

山
本
サ
チ
ヨ　
　

坂
本　

次
義

　

畑
中　

正
頼　

※
坪
内　

和
夫

　

坂
井
八
千
代

　【
監
事
】

　

松
原　

喜
憲　
　

林　
　

幹
雄

　

ま
た
、
大
野
市
共
同
募
金
委
員

会
に
お
い
て
、
運
営
委
員
等
が
改

選
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
30
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　【
会
長
】

　

南
部　

和
男

　【
副
会
長
】

　

澤
本　

和
博　
　

藤
堂　

朱
実

　【
運
営
委
員
】

　

金
子　

正
義　
　

宮
澤　

邦
夫

　

足
利　

政
光　
　

松
本　

成
玄

　

松
田　

國
夫　
　

南　
　

和
弘

　

山
田　

重
信　
　

長
㟢　

吉
久

　

萩
原　

勢
子　
　

南
部
新
一
郎

　

廣
田　

英
子　
　

帰
山　

良
子

　

宮
下　
　

隆　
　

松
田　

信
子

　

梅
澤　

伴
子

　【
監
事
】

　

松
原　

喜
憲　
　

林　
　

幹
雄
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テ
ィ
ア
が
集
い
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

楽
し
む
中
で
親
睦
を
深
め
る
た
め
に

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

雨
が
降
り
、
肌
寒
い
気
候
で
し
た

が
、参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

満
喫
。
参
加
者
の
一
人
は
「
大
勢
の

仲
間
た
ち
と
一
緒
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

が
で
き
て
楽
し
い
。」と
久
し
ぶ
り
の

出
会
い
を
喜
ぶ
光
景
も
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

雨
降
り
で
散
策
な
ど
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
参
加
者
は
思
い
思
い

に
楽
し
み
な
が
ら
、
充
実
し
た
一
日

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

結
の
心
で
つ
な
が
る
支
え
合
い
の

地
域
づ
く
り
推
進
会
議
は
、
大
野
市

社
会
福
祉
協
議
会
が
大
野
市
か
ら
受

託
し
て
い
る
「
大
野
市
生
活
支
援
体

制
整
備
事
業
」
を
推
進
す
る
た
め
に

設
置
し
た
組
織
で
「
チ
ー
ム
結
」
の

愛
称
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
に
配

置
さ
れ
た
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
（
地
域
支
え
合
い
推
進
員
）
を

核
と
し
て
、
大
野
市
に
お
け
る
高
齢

者
の
在
宅
生
活
を
支
え
る
地
域
の
支

え
合
い
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
推
進
会
議
は
、
大
野
市
内
の

民
生
児
童
委
員
や
福
祉
委
員
、
社
会

福
祉
法
人
な
ど
か
ら
選
出
さ
れ
た
委

員
17
人
で
構
成
さ
れ
、
平
成
29
年
度

に
は
、
地
域
で
生
活
す
る
高
齢
者
の

生
活
上
の
問
題
や
抱
え
て
い
る
困
難
・

要
求
を
具
体
的
に
把
握
す
る
と
と
も

に
地
域
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
み
ん

な
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ

う
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
に
実
態
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
野
市
内
の
市
街
地
・
農
村
部
・

中
山
間
部
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
地

区
を
選
定
し
、
無
作
為
に
対
象
者
を

抽
出
し
て
、
班
割
り
し
た
委
員
ら
が

各
地
区
に
出
向
き
「
健
康
づ
く
り
」

と
「
外
出
支
援
」に
つ
い
て
高
齢
者

の
聞
き
と
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
し
た
内
容
は
、
集
計
し
て
本

年
度
の
結
の
心
で
つ
な
が
る
支
え
合

い
の
地
域
づ
く
り
推
進
会
議
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
２
年
間
の
成
果
の
一

つ
と
し
て
、
高
齢
者
や
要
介
護
者
の

日
常
生
活
で
の
困
り
事
を
解
決
す
る

た
め
に
必
要
な
事
業
者
の
連
絡
先
な

ど
を
記
し
た
冊
子
「
結
ね
っ
と
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

冊
子
は
【
食
事
や
買
い
物
に
困
っ

た
と
き
】【
家
事
に
困
っ
た
と
き
】【
生

活
に
不
安
が
あ
る
と
き
】【
外
出
に
困

っ
た
と
き
】【
仲
間
づ
く
り
や
生
き
が

い
づ
く
り
】【
そ
の
他
】
の
６
項
目
に

分
け
、【
食
事
や
買
い
物
に
困
っ
た
と

き
】
で
は
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
移
動
販

売
車
の
事
業
所
や
、【
仲
間
づ
く
り
や

生
き
が
い
づ
く
り
】
で
は
、
認
知
症

カ
フ
ェ
や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
実
施

し
て
い
る
事
業
所
な
ど
全
67
事
業
所

の
住
所
と
電
話
番
号
、
支
援
内
容
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
結
ね
っ
と
」
は
５
０
０
部

作
成
し
、
福
祉
委
員
や
民
生
児
童
委

員
な
ど
に
配
布
し
て
、
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
以
外
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
知

っ
て
も
ら
い
、
見
守
り
活
動
に
役
立

て
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、「
結
ね
っ
と
」
は
大
野
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

５
月
13
日（
日
）、
九
頭
竜
パ
ー
ク

ホ
テ
ル
で
在
宅
障
害
児
（
者
）
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
86
人
が
集
い
、
在
宅
障

害
児
（
者
）
ふ
れ
あ
い
広
場
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ふ
れ
あ
い
広
場
は
、
大
野
市

内
の
在
宅
障
害
児
（
者
）
と
ボ
ラ
ン

結ねっとはホームページで
閲覧できます

推進会議は活発な意見が飛びかいます

高齢者の地域での支え合いの
体制づくりを推進

～結の心でつながる
　支え合いの地域づくり
　　　　　　推進会議～

お詫びと訂正
　第205号の赤い羽根法人
共同募金協力事業所のご芳
名で、「まこと福祉会　せい
ねんじこども園」が掲載さ
れていませんでした。
　お詫びして訂正いたしま
す。

雨
に
も
負
け
ず
、
自
然
を
満
喫

～
在
宅
障
害
児（
者
）ふ
れ
あ
い
広
場
開
催

テントのおかげて雨でも平気

最後は笑顔で記念撮影
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傾聴ボランティア養成講座　開催
　傾聴ボランティアとは、悩みや寂しさを抱
える人の話を真摯に聞くことで相手の心のケ
アをする活動です。
　講座ではコミュニケーション研修や、市内
の福祉施設で活動中のボランティアとの交流
を通して、傾聴ボランティアに必要な考え方や技術を学びます。

日　時　　７月８日（日）午前10時00分～午後３時00分
　　　　　　　　　　　（昼食休憩１時間含む）
場　所　　結とぴあ（有終会館）　303号室（３階）
講　師　　ひと・げんばサポートセンター　
　　　　　　代表　藤田　正一氏（社会福祉士・精神保健福祉士）
定　員　　20人
対　象　　傾聴ボランティアに興味のある方で、講座終了後に
　　　　　傾聴ボランティアとして活動できる方
受講料　　無料
持ち物　　筆記用具・弁当（外出可）
締　切　　６月15日（金）

▼協友会

◦ボランティア活動ネットワーク　グループ紹介◦

・設　立　　　昭和52年
・活動日　　　不定期
・活動場所　　市内
・活動内容　　肢体不自由という障害を持つメンバーを
　　　　　　　中心にアルミ缶回収に取り組んでいる。

市民へのメッセージ
　「社会から受けている恩恵を何らかの形でお返しした
い」という思いで、集めた資源で車椅子を購入し、社会
福祉協議会に寄贈しています。
　寄贈した車イスは在宅の障害者やお年寄りなどに貸し
出されています。
　できるところから活動し、できるだけ長く続けていき
たいと思っています。

・設　立　　昭和25年６月
・会員数　　100人余
・活動内容
　〇共同募金、歳末たすけあい街頭募金
　○ひとり親家庭の子どもたちの支援事業
　○学習支援（日曜日・月３回）午後２：00～４：00
　　　　　　　　　　　　　　　結とぴあ303号室
　○障害者入所施設のボランティア

市民へのメッセージ
　ひとり親家庭のお母さん、お父さん方の集まりで、お
互い子育てや仕事の悩み等を話し合ったり、助け合った
りしています。
　私たちは市、県、国からいつもお世話になっているお
返しにボランティア活動を行っています。

▼大野市母子寡婦福祉連合会

音訳ボランティア
養成講座開催

日 時　7月3日～9月25日
（全11回 8月14日、28日を除く）
毎週火曜日 午後1時30分～午後3時30分

会 場　結とぴあ（有終会館）ボランティアセンター（2階）

対 象　音訳活動に関心のある方、
定 員　10人（先着順）

受講料　6,264円（テキスト代）
締　切　6月22日（金）

視覚障害のために情報取得に困難のある方が利用できる声の広報
の作成にあたるボランティアの養成講座です。
「広報おおの」「市議会だより」「社協だより」などを音訳し、
利用者にお届けしています。
音声表現の技術など、初心者でも安心して参加できる内容です。
ぜひご参加ください。

大野市障害者社会参加支援事業

講座修了後に音訳ボランティアとして
活動できる方

【申込み・問い合わせ】　大野市社会福祉協議会　大野市天神町1-19　結とぴあ内　TEL:65-8773
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